
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       項目 

 業種 

前年度 2017 年度改定額 地賃対比 

時間額 時間額 引上げ額 引上げ率 738 円 

鉄鋼業・金属線製品 790 809 19 2.41% 109.62% 

電気機械・電子部品 756 775 19 2.51% 105.01% 

光学機械器具・時計・ 774 790 16 2.07% 107.05% 

百貨店・総合スーパー 新設 780    

各種商品小売業 767 小売業に該当する 50 人未満の事業所に摘要 

自動車小売業 800 819 19 2.38% 110.98% 

 

連合岩手気仙地域協議会 

大船渡市猪川町前田 9-17 

TEL 0192-27-8671 

FAX 0192-47-3471 

http://www.rengo-iwate.jp/ 
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私
は
「
役
が
人
を
育
て
る
」
と

い
う
言
葉
が
好
き
で
、
労
働
組
合

活
動
や
生
活
の
中
で
も
私
の
背

中
を
押
し
て
く
れ
る
言
葉
に
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
組
合
執
行

部
に
な
り
た
て
の
私
に
先
輩
か

ら
言
わ
れ
た
言
葉
で
す
。
二
〇
数

年
前
に
入
社
し
、
そ
れ
と
同
時
に

労
組
に
加
入
し
ま
し
た
が
、
当
時

は
世
間
の
事
が
何
も
分
か
ら
ず

先
輩
た
ち
に
労
働
組
合
に
つ
い

て
色
々
聞
い
て
も
、
中
々
頭
に
入

ら
ず
「
こ
ん
な
組
織
も
あ
る
ん

だ
」
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
多
分
、

今
の
若
い
世
代
も
そ
ん
な
感
じ

で
、
労
働
組
合
の
無
い
職
場
の
人

は
「
労
働
組
合
」
の
存
在
す
ら
知

ら
な
い
人
も
居
る
と
思
い
ま
す
。 

前
述
し
た
通
り
で
、
特
に
意
欲

的
と
は
言
え
な
い
私
で
し
た
が
、

執
行
部
と
い
う
「
役
」
を
も
ら
い
、

労
働
組
合
の
代 

表
と
し
て
責
任 

感
を
も
ち
活
動 

し
て
み
る
と
色 

々
な
事
が
見
え 

て
き
ま
し
た
。 

労
働
組
合
を
取 

り
巻
く
状
況
や
色
々
な
人
達
と

の
関
り
を
持
ち
色
々
な
話
を
聞

く
事
で
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た

事
を
た
く
さ
ん
吸
収
で
き
ま
し

た
。
こ
の
「
役
」
と
い
う
機
会
を

与
え
て
も
ら
い
、
「
人
」
と
し
て

成
長
出
来
て
い
る
と
実
感
し
て

い
ま
す
。 

当
労
働
組
合
で
は
、
「
組
合
離

れ
」
と
い
う
か
「
組
合
活
動
が
少

し
面
倒
」
と
思
っ
て
い
る
人
が
多

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

他
の
労
働
組
合
は
ど
ん
な
感

じ
で
し
ょ
う
か
？ 

今
後
は
、
難
し
い
課
題
と
は
思

い
ま
す
が
、
「
多
く
の
人
が
積
極

的
に
参
加
し
て
く
れ
る
施
策
や

次
世
代
を
担
う
若
手
組
合
員
の

活
動
参
加
の
推
進
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
」
と
思
う
、
今
日
こ

の
頃
で
す
。 

 
 

 

道
・
Ｓ 

 

 

雇用の不安 

雇い止めの 

不安はあり 

ませんか？ 

一
二
月
一
日
、
連
合
気
仙
「
二
〇
一
八
政
策
・
制
度
要
求
と
提
言
」

の
要
請
行
動
を
推
薦
・
友
好
議
員
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
や
産
業
振
興
な
ど
の
政
策
課
題
を
大
船
渡
市
と

住
田
町
に
要
望
、
首
長
や
担
当
課
長
の
方
々
と
意
見
交
換
を
実
施
し
た
。 

日時:1 月 10 日(水) 
18 時 30 分から 

場所:アーバン大船渡 
 

2018 年の年頭にあたり、 
地協役員と構成単組、来賓の 
皆さまが一堂に会して決意を固め合います。 

 
※バスを運行しますので、乗車場所をお知らせ

ください。 
※                

          協力をお願いします。 
 
 
 

今
、
人
口
減
少
や
第
四
次
産
業

革
命
へ
の
対
応
な
ど
、
未
来
に
希

望
を
つ
な
い
で
い
く
重
要
な
局

面
に
あ
り
、
誰
も
が
互
い
に
支
え

合
い
、
希
望
を
持
っ
て
働
き
暮
ら

せ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
底

上
げ
・
底
支
え
、
格
差
是
正
の
継

続
的
な
取
り
組
み
や
社
会
保
障

と
税
の
一
体
改
革
の
推
進
、
教
育

の
機
会
均
等
や
能
力
開
発
の
強

化
な
ど
、
雇
用
と
暮
ら
し
の
安

全
・
安
心
を
確
か
な
も
の
と
す
る

必
要
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

連
合
気
仙
は
、
大
船
渡
市
・
住

田
町
行
政
当
局
に
「
ど
の
よ
う
な

働
き
方
で
あ
れ
、
性
別
や
年
齢
に

か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
希
望
を
持

っ
て
働
き
、
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
整

備
、
子
育
て
や
教
育
、
医
療
・
福

祉
に
関
す
る
施
策
の
充
実
に
よ

っ
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

社
会
を
築
い
て
い
く
」
積
極
的
な

取
り
組
み
を
求
め
た
。 

一
一
時
の
大
船
渡
市
へ
の
要

請
行
動
に
は
、
熊
谷
市
議
・
東
市

議
に
も
同
行
し
て
い
た
だ
き
、
冒

頭
、
梅
木
議
長
か
ら
「
働
く
者
の

立
場
か
ら
作
っ
た
提
言
書
、
行
政

の
力
を
借
り
よ
り
よ
く
住
み
よ
い

社
会
を
互
い
に
創
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
」
と
挨
拶
を
し
、
戸
田
公
明

市
長
に
提
言
書
を
提
出
し
た
。 

大
船
渡
市
で
は
、
「
仮
設
住
宅

か
ら
災
害
公
営
住
宅
の
管
理
六
年

目
か
ら
段
階
的
に
縮
小
さ
れ
、
一

一
年
目
で
通
常
家
賃
と
な
る
家
賃

低
減
措
置
を
拡
充
し
、
家
賃
負
担

の
軽
減
を
は
か
る
こ
と
」
な
ど
、

一
一
政
策
を
示
し
各
担
当
課
長
職

員
と
意
見
交
換
を
実
施
、
書
面
に

よ
る
回
答
を
い
た
だ
い
た
。 

一
三
時
三
〇
分
か
ら
は
住
田
町

へ
、
菅
野
町
議
に
同
行
を
い
た
だ

き
一
二
政
策
を
提
出
、
少
子
高
齢

化
社
会
に
お
け
る
諸
課
題
や
今
後

取
り
組
む
施
策
の
話
を
い
た
だ

き
、
各
現
状
に
つ
い
て
神
田
謙
一

町
長
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。 

-

二
〇
一
八-

一
九
役
員
体
制-

 

◆
議
長-

梅
木 

傳(

Ｊ
Ｐ
労
組) 

◆
副
議
長-

村
上
善
則(

岩
教
組) 

佐
藤
道
明(

龍
振
労
組) 

 

◆
事
務

局
長-

星 

正
和(

連
合
岩
手) 

 

◆

事
務
局
次
長-

太
田
優
真(

東
北
電

労) 

小
松
伸
浩(

マ
イ
ヤ
労
組) 

 

◆
幹
事-

横
澤
広
幸(

住
田
町
職) 

石
橋
博
徳(

県
交
通
労
組) 

伊
藤 

将(

開
発
労
組) 

安
部 

伸(

高
教

組) 

鈴
木
真
佑(

三
栄
労
組) 

村
上 

修(

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
労
組) 

松
田

健
英(

星
和
労
組) 

 

◆
会
計
監
査

-

佐
野
智
一(

全
林
野) 

中
山 

緑

(

ボ
ン
マ
ッ
ク
ス
ア
パ
レ
ル
労
組) 

 

一
一
月
一
二
日
、
連
合
岩
手
気

仙
地
域
協
議
会
第
五
回
（
二
九
）

定
期
大
会
を
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
パ
レ

ス
ま
る
し
ち
で
開
催
し
た
。
大
会

議
長
団
に
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
松
田
健

英
代
議
員
、
電
力
総
連
鈴
木
裕
規

代
議
員
を
選
出
し
た
後
、
執
行
部

を
代
表
し
て
梅
木
議
長
が
挨
拶
で

「
働
く
仲
間
を
増
や
し
て
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
を
つ
く
る
た

め
、
地
道
な
取
り
組
み
を
積
み
重

ね
、
様
々
な
問
題
の
解
決
を
し
て

い
こ
う
」
と
訴
え
た
。 

続
い
て
、
ご
臨
席
い
た
だ
い
た

来
賓
の
方
々
を
紹
介
し
、
佐
藤
連

合
岩
手
事
務
局
長
、
戸
田
大
船
渡

市
長
、
労
働
福
祉
団
体
を
代
表
し

菊
地
気
仙
地
区
労
働
者
福
祉
協
議

会
会
長
、
田
村
県
議
会
議
員
か
ら

ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。
活
動
経

過
、
会
計
決
算
・
会
計
監
査
報
告

を
確
認
し
、
星
事
務
局
長
か
ら
運

動
方
針(

案)

、
一
般
会
計
予
算(
案)

の
提
案
を
受
け
、
承
認
を
し
た
。 

菅
野
選
考
委
員
長
か
ら
第
三
号

議
案-

役
員
選
出
に
つ
い
て
提
案

が
あ
り
、
川
畑
選
挙
管
理
委
員
長

か
ら
の
選
出
方
法
を
確
認
し
た

後
、
一
五
名
の
役
員
を
承
認
し
た
。 

大
会
ア
ピ
ー
ル(

案)

「･
･

単

組
・
組
合
員
が
一
丸
と
な
っ
て
全

て
の
働
く
者
の
労
働
運
動
を
力
強

く
展
開
し
、
社
会
的
役
割
と
価
値

を
着
実
に
次
の
時
代
に
つ
な
い
で

い
く･

･

等
」
を
採
択
し
た
。 

最
後
に
、
梅
木
議
長
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
大
会
を
閉
じ
た
。 

地方最低賃金や特定(産

業別)最低賃金の改正は、労

働者の生活の安定、労働力

の質的向上と事業の公正

な競争の確保を目的とす

る取り組みである。 
ほとんどの未組織労働者は、賃金改善に関与すること

ができないため、最低賃金の引き上げは組織労働者の使

命であり役割となっている。 

連合岩手は、労働側委員と連携し、特定最低賃金の適

切な水準改正に向け、当該構成組織と連携を深めながら

取り組み、地域別最低賃金より優位性を確保した。 

2017 年 12 月 30 日の発行日から金額改正になる。 

 

東北労金は、資産形成のお手伝いをさせてい
ただくために、年末一時金支給に合わせて、 

｢ウインターキャンペー
ン｣を実施します。景品
のステッカー貼付作業
は、東北 6 県の社会福
祉施設へ委託、自立支援
と就労機会の一助とし
ました。皆さんのご協力
をお願いします。 

新規で 5 万円以上の定期預金お預け入れの方は

店頭表示金利に年 0.10％を上乗せします。 

<対象取引> 

定期預金(新規 5 万円以上の預け入れ or 増額)、マイ

プラン･ローンの新規ご契約、積立型定期預金の年間

積立額 5 万円以上の新規など。 

※ 詳細は担当者に問合せ下さい。 

対象取引のいずれか

をご利用いただいた

方、全員に「ニッスイ

旬さば」プレゼント！ 

※ 水煮、味噌煮、味付 


